英検３級 二次試験（面接） 

　配点

　①音読
５点満点

　②質問
５点満点×５問＝２５点

　③態度
５点満点

　　合計３５点満点で通常は２１点前後が合格ライン

※態度（アティテュードattitude）とは積極的に英語でコミュニケーションをとろうとする姿勢。

【黙読】

試験官「Now, let's begin the test. 

First, please read the passage silently for 20 seconds.」

受験生「Sure.」「Yes.」など（元気よく）
　発音の仕方を考えるよりも，意味のまとまりを考えることに集中する。
　発音は上手である必要はない。速く読む必要もない。
【音読】

試験官「Are you ready? 」
受験生「Yes.」など。（元気よく）

試験官「Please read it aloud.」

受験生「Yes.」など（元気よく）
　文のタイトルと内容を、意味のまとまりを意識しながらゆっくり、はっきりと発音する。

発音がわからない単語があっても堂々ときちんと発音する。発音にミスがあったから減点されるというわけではない。発音よりも、文の形が理解できていることをアピールする。
【質問①】（文＝passageについての質問）
試験官「 Now I'm going to ask you five questions, one by one. 

Are you ready?」

受験生「Yes.」
　疑問詞、主語、動詞の３つをしっかり聞き取る。答えは文中にあるので、あわてずに探す。
　主語＋動詞も正しく答えられると点数が高くなる。
　主語：代名詞（He, She, It, Theyなど）を普通使う。

　動詞：必要な場合は三単現のSを忘れずに。
　質問をもう一度言ってもらいたいとき


「Please say it again.」「I beg your pardon?」など

　聞き返してもわからないときは、黙るのではなく予想で答えよう。
【質問②、③】（イラストについての質問）
答えは必ず主語＋動詞を忘れずに。未来形・現在進行形などは質問にあわせる。
試験官「Where is the telephone?」

受験生「It’s on the wall.」（５点）　　On the wall.だけだと３点。

【質問④】（自分に関する質問）

試験官「Please turn the card over.」
受験生「Yes.」など

疑問詞を使った質問なのでyes・noではなく文で答える。時制と助動詞は質問と合わせる。
・How did you come here today? 

→I came here by bike.など
・What are you going to do next holiday?
→I’m going to go shopping.など
・What do you want to do next holiday?
→I want to go shopping.など

・Where would you like to go next holiday?
→I’d like to go　to～. 　

・What do you like to do on Sunday.
→I like to do～.

【質問⑤】

Do you～？などyes, noで答える質問と、それに続く質問。
面接官「Are you a member of any club activities?」
受験生「Yes, I am.」「No, I’m not.」など

yesの場合の問題例「Please tell me more.」など
Noの場合の問題例「What do you like to do with your friends?」など

【態度(attitude)について】

２次試験（面接）では，コミュニケーション能力だけでなく，コミュニケーションを積極的に行おうとする態度も評価の対象となる。わからなくても黙るのではなく聞き返したりしよう。
May I come in?からはじまり、途中の指示に対してyesと答えるなど積極的に発言しよう。
